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今
回
は
、野
市
町
の

大
正
琴
ク
ラ
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や
す
ら
ぎ
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」で
す
。
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■設立：不明(昭和60年以前)■会員数：15人■練習：毎週木曜13:30～15:30／のいちふれあいセンター

市
内
の
小
中
学
校
が
夏
休
み
に
入
り
、

10
日
あ
ま
り
経
ち
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
部
活
動
や
プ
ー
ル
、
戸

外
で
の
遊
び
、
そ
れ
と
肝
心
の
宿
題
な
ど
、

毎
日
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

 

で
も
・・・
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　

残
り
1
ヶ
月
の
長
い
休
み
を
有
意
義
に

過
ご
し
、
新
学
期
を
元
気
に
迎
え
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

ただ今、夏休み！ただ今、夏休み！！
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昔
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人
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大
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「友だちの家で遊ぶ」って言って出てきた「友だちの家で遊ぶ」って言って出てきた「友だちの家で遊ぶ」って言って出てきた「友だちの家で遊ぶ」って言って出てきた「友だちの家で遊ぶ」って言って出てきた

けど、みんなで川へ行くことになった・・・。けど、みんなで川へ行くことになった・・・。

　戸外での行動が活発になると、思わぬ事故・事

件に巻き込まれる危険も出てきます。

　交通ルールを守ること、子どもだけで川や海な

どで遊ばないこと、出かける時は行き先や帰宅時

間を家の人に知らせておくことなど、自分の身を

守る行動について、ご家庭でも話し合って約束事

を決めておいてください。

　16歳未満の子どものゲームセンターへの出入りは、

午後６時以降は禁止（★保護者同伴でもダメです！）

※「高知県風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行

　条例」第８条による

それぞれの学校から配付されている『夏休みの過ごし方』をよく

読んで、安全で健康な夏休みを過ごせるようにしてください。

　夏は日没時刻も遅くなり、子どもたちの活動範囲も広がります。

　遅くまで遊んでいる子どもや、危険な場所で遊んでいる子どもがいたら、すぐに

その場で注意してあげてください。

 また、不審者の情報は、お近くの学校または香南市補導センター（　 57―7533）ま

でご連絡ください。地域の子どもたちの見守りにご協力をお願いします。

夏休みだし、ゲームやケータ夏休みだし、ゲームやケータ

イでついつい夜更かしイでついつい夜更かし･･････。

朝は起きられなくて朝ごはん抜き。朝は起きられなくて朝ごはん抜き。

お昼までには時間があるけど、少しお腹がすいてきた。お昼までには時間があるけど、少しお腹がすいてきた。

そう言えば、昨夜のお菓子の残りがあったっけそう言えば、昨夜のお菓子の残りがあったっけ･･････。

　朝ごはんは、寝ている間に下がった体温

を上げて血流を良くし、胃腸や脳の働きを活

発にします。また、夜更かしのせいで何となくだ

るく感じる体をリセットする手助けをしてくれます。

　ご家庭でも、学校のある時と同じように朝ごはん

の用意をお願いします。また、手軽にとれる朝食の食

材を用意しておいて、子どもが自分で調理をするなど、

休み中だからこそできることもありますね。

レシピ集もレシピ集も
　活用してね！　活用してね！
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ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
独
特
な
音
色
を
響
か
せ
て
い
る

の
は
、
大
正
時
代
に
誕
生
し
た
楽
器
、
大
正
琴
の
サ
ー
ク

ル『
や
す
ら
ぎ
会
』で
す
。

　

結
成
し
て
30
年
余
り
に
な
る
同
会
は
、腕
前
の
評
判
も

上
々
で
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
100
曲
以
上
あ
り
、
週
１
〜

２
回
は
老
人
施
設
へ
の
慰
問
や
各
地
区
で
の
発
表
会
な

ど
に
引
っ
張
り
だ
こ
。

　

「
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
て
、
昔
の
歌
謡
曲
や
童
謡
を

演
奏
す
る
と
、手
拍
子
を
し
て
く
れ
た
り
一
緒
に
歌
っ
て

く
れ
る
ん
で
す
」と
練
習
に

も
一
層
、
熱
が
入
り
ま
す
。

大
正
琴
の
音
色
は
特
に
高

齢
者
の
方
に
人
気
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、講
師
の

名
倉
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
は

幼
稚
園
な
ど
で
も
演
奏
し
て
、

大
正
琴
の
音
色
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
」と
意
欲
的
で
し
た
。
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